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sb:Submentale;オトガイ唇溝
Pogs:soft　tissue　Pogonion;軟組織ポゴニオン
　 各計測点 を理想顔貌に移動 させた時の変化量 を
Mann-Whitney　U-testにより解析 を行った。
　 Ⅲ級群 と矯正医群の理想顔貌を比較 し以下の結
果 を得た。
　三次元顔画像によりⅢ級群の理想顔貌 を定量的






群よりも小 さな移動量 を示 した。
　 Ⅲ級群 と矯正医群はオ トガイ部の突出について
の認識に差異はないが,口 唇部で認識に差 を認め
た。口唇周囲に評価部位 を持つⅢ級群は,初 めに
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院 し,Ⅲ 級の下顎前突症 と診断 された男性患者
10名(以下男性群),女性患者10名(以下女性群)
の合計20名(以下 Ⅲ級群)と した。対照 として




顔画像デ ータを計測 し3Dデ ータ化す る。3D




の顔画像 を描画 し,Ⅲ級群が描画 した本人の理想
顔の変化量,矯 正医群が描画 した患者の理想顔の
変化量をそれぞれ計測 した。
　計測を行 う部位を以下の5つ とした。
Ls:Labiale　superior;上唇点
Stm:Stomion;ストミオン
Li:Labiale　inferior;下唇点
